
美幌町自治基本条例 新旧対照表（案）

新 旧

第１条～第 35条 （略）

（総合計画）

第 36条  行政は、美幌町の目指す将来の姿を明らかにし、総合的か

つ計画的な行政運営を行うため、総合計画を策定します。

２ 行政は、基本構想の策定に当たっては、議会の議決を経るものと

します。

３ 行政は、総合計画を最上位の計画と位置付け、行政が行う政策は

法令の規定によるもの及び緊急を要するものを除き、総合計画に基

づいて実施します。

４ 行政は、総合計画の実施計画を毎年度見直すとともに、事務及び

事業の進行を管理し、その状況を公表します。

５ 行政は、各施策の基本となる計画の策定及び実施に当たって、総

合計画との整合性を図りながら進めます。

６ 行政は、総合計画の基本構想及び基本計画並びに各施策の基本と

なる計画の策定及び見直しに当たって、検討内容を公表します。

第 37条～第 50条 （略）

附 則 （略）

附 則（平成２７年４月１日一部改正）

この条例は、平成２７年４月１日から施行する。

第１条～第 35条 （略）

（総合計画）

第 36条  行政は、美幌町の目指す将来の姿を明らかにし、総合的か

つ計画的な行政運営を行うため、総合計画を策定します。

（新設）

２ 行政は、総合計画を最上位の計画と位置付け、行政が行う政策は

法令の規定によるもの及び緊急を要するものを除き、総合計画に基

づいて実施します。

３ 行政は、総合計画の実施計画を毎年度見直すとともに、事務及び

事業の進行を管理し、その状況を公表します。

４ 行政は、各施策の基本となる計画の策定及び実施に当たって、総

合計画との整合性を図りながら進めます。

５ 行政は、総合計画の基本構想及び基本計画並びに各施策の基本と

なる計画の策定及び見直しに当たって、検討内容を公表します。

第 37条～第 50条 （略）

附 則 （略）


